
授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

科目名 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司シミュレーション実習Ⅱ

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容

静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。

OSCE試験（履修規定に準じる）

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

【準備学習・時間外学習】

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック
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セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

授業回数

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

準備物(教材)



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数
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授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。
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科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

気道管理トレーナー
挿管セット

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

気管挿管隊活動
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

気管挿管隊活動
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

講義内容 準備物(教材)

気管挿管隊活動
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

気管挿管基本手技
気道管理トレーナー

挿管セット

気管挿管基本手技
気道管理トレーナー

挿管セット

気管挿管隊活動
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

LT＆静脈路確保＆アドレナリン投与隊活動（復習）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

気管挿管基本手技
気道管理トレーナー

挿管セット

気管挿管基本手技



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数
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【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

CPA隊活動(５H5Tの対応）低カリウム血症・AMI
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(５H5Tの対応）肺塞栓症・腹腔内出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

CPA隊活動（胸痛Vf→ROSC評価確認）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(５H5Tの対応)食道動脈瘤破裂・嘔吐窒息
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

CPA隊活動(PEA原因検索）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(PEA原因検索）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動（胸痛Vf→ROSC評価確認）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(窒息症例）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(難治性VF、大動脈破裂症例）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(難治性VF、大動脈破裂症例）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動(出血性ショック症例）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(窒息症例）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(Tdp症例）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

隊活動(難治性vf）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック
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科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

気管挿管隊活動
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数
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【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

POTシミュレーション 低血糖
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POTシミュレーション 肺血栓塞栓症
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

POTシミュレーション　くも膜下出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POTシミュレーション 脳梗塞
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

CPA隊活動(6H9Tの対応）食道静脈瘤破裂(吐血、肝硬変)、肺塞栓血栓症
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H9Tの対応）糖尿病性ケトアシドーシス・腎不全高カリウム血症
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POTシミュレーション　急性心筋梗塞
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H7Tの対応）熱中症、CO中毒
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H8Tの対応）覚せい剤中毒、脳出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H9Tの対応）てんかん、胸・背部痛（急性大動脈解離→心タンポナーデ）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）窒息・動脈瘤破裂
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）水中毒低カリウム血症・背部痛緊張性気胸
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）褥瘡感染症・敗血性性ショック
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

CPA隊活動(6H6Tの対応）緊張性気胸・低体温
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック
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科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

CPA隊活動(５H5Tの対応）難治性Vf・窒息
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数
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【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

PROST　急性喉頭蓋炎　過去の疾患の復習
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　喘息発作
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

POT 慢性閉塞性肺疾患／PROST 自然気胸
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　急性喉頭蓋炎
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

POT 小脳出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POT 緊張性気胸
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POT 慢性閉塞性肺疾患
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）急性大動脈解離
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POT 糖尿病性ケトアシドーシス
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

POT 髄膜炎
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）急性喉頭蓋炎　復習
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）急性腎盂腎炎
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

CPA隊活動(6H6Tの対応）自然気胸　
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

CPA隊活動(6H6Tの対応）急性喉頭蓋炎
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

2026 年度 授業概要　

科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

CPA隊活動(6H6Tの対応）低酸素、肺血栓塞栓症
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数
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【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

PROST　高カリウム血症
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　喘息発作
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

ロープワーク（森田先生）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

ロープワーク（森田先生）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

PROST　急性心筋梗塞（前壁梗塞）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST  敗血症性ショックⅠ
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST  敗血症性ショックⅡ
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　脳出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　急性心不全、肺水腫
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　腹部大動脈瘤破裂
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　気管支喘息
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　糖尿病性ケトアシドーシス
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　低酸素血症、CO2ナルコーシス
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

PROST　大動脈解離
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

2026 年度 授業概要　

科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

PROST　くも膜下出血　神経原性肺水腫
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

隊活動（PROST くも膜下出血）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PA連携について　隊活動(PA連携)
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

隊活動（PROST　低血糖症）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動（PROST　アナフィラキシー）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

隊活動（PROST　腹部大動脈破裂）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動（PROST　COPD、急性心筋梗塞）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動（PROST　敗血症性ショック）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　急性心不全（肺水腫）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　低酸素血症、CO2ナルコーシス
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

座学（呼吸不全、内因性疾患の観察）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　急性喉頭蓋炎
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　自然気胸
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

PROST　急性心筋梗塞
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

PROST　心室頻拍（トルサード・ポワンツ）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

2026 年度 授業概要　

科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

復習（心電図、刺激伝導系）
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

外傷の隊活動（緊張性気胸・腹腔内出血・腎損傷）
外傷セット
搬送敷材

外傷の隊活動（特定行為＝輸液症例＋心タンポナーデ症例）
外傷セット
搬送敷材

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

外傷、隊活動（基本）
外傷セット
搬送敷材

外傷、隊活動（基本）
外傷セット
搬送敷材

【準備学習・時間外学習】

内因性疾患PEMECくも膜下出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

内因性疾患PEMEC低血糖
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

内因性疾患PEMEC重症脳出血
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

内因性疾患PEMEC症候性てんかん
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

内因性疾患PEMEC痙攣重責
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

内因性疾患PEMEC髄膜炎
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動(PA連携)
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動(PA連携) CPA
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

隊活動(PA連携) CPA
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

隊活動(PA連携)
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

2026 年度 授業概要　

科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

PA連携について　隊活動(PA連携)
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック



授業の種類 実習 講師名

135 回 時間数 270 時間 6 単位 必修・選択 必修
配当学年

時期
2 通年

回数

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

OSCE試験（履修規定に準じる）

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【使用教科書・教材・参考書】
救急救命士標準テキスト・救急資器材マニュアル
JPTECガイドブック,PEMECガイドブック、PACCガイドブック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

【準備学習・時間外学習】

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

外因傷病者の隊活動（化学損傷、急性薬物中毒、刺咬傷・縊頚）
外傷セット
搬送敷材

外因傷病者の隊活動（急性薬物中毒、雷撃傷、偶発性低体温症）
外傷セット
搬送敷材

総合訓練
セーブマン・SimMan
TEC、隊長バック

講義内容 準備物(教材)

外因傷病者の隊活動（熱傷・電撃傷、気道熱傷）
外傷セット
搬送敷材

2026 年度 授業概要　

科目名 シミュレーション実習Ⅱ 犬塚渡、中澤寛之、坪田裕司

授業回数

【授業の目的・ねらい】
1年次の基礎を基盤に、救急救命士としての実践力を高めることを目的とする。また内因性および外因性の現場を
想定した訓練を繰り返し実施することで、応用力を身に付ける。

【実務者経験】
看護師として救命センターなどで長らく勤務し、その後救急救命士の資格を取得し、大学での教員を経験したの
ち専門学校の教員として現在に至る。
【授業全体の内容の概要】
救急現場を想定したシナリオで症例ごとの対応を学ぶ。また緊急度や重症度の判別、基礎から応用としての患者
観察や処置、搬送等のスキルをマスターする。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
学生自身が根拠を持って処置にあたれることを到達目標とする。傷病者の状態に合わせた、観察・判断・処置・
評価を繰り返し行いながら医療機関へ命を繋げれる救急救命士を目指す。

外傷の隊活動（骨盤骨折・コンパートメント症候群・頸部刺創）
外傷セット
搬送敷材


